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報道関係各位                              和歌山ターミナルビル株式会社 

 

 

 

 
 

 

 

 

ホテルグランヴィア和歌山(和歌山県和歌山市、代表取締役社長 武田雅夫)は、地域共生と伝統文化の継承

を目的として、「道の駅 紀州備長炭記念公園（和歌山県田辺市）」のご協力のもと、和歌山県を代表する「紀

州備長炭」にスポットを当てたロビー展示を、2026 年 7 月 8 日(水)から 8 月末頃まで開催しております。 

本展示では、紀州備長炭のオブジェによるアート空間を創出するほか、備長炭ならではのクリスタルのよ

うに澄んだ音色を楽しめる「風鈴」や楽器「炭琴（たんきん）」を展示しております。さらに、世界農業遺

産（みなべ・田辺の梅システム）のパネルも設置。観光客や地域の皆様へ、和歌山が誇る豊かな自然環境と、

職人の匠の技を、見て、触れて、聴いて学べる、五感を刺激する体験型ロビー展示としてお届けいたします。 

ぜひこの機会にお楽しみください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期間： 2026 年 7 月 8 日（水）～8 月末頃(予定) 

場所：ホテルグランヴィア和歌山 1 階ロビー、5 階日本料理「毬」など 

※展示内容や期間は、状況により一部変更となる場合がございます。 

協力：道の駅 紀州備長炭記念公園 

和歌山が誇る伝統の技を五感で楽しむ 

ホテルロビーを彩る「紀州備長炭」のアート&体験展示を開催

～紀州備長炭記念公園と初のコラボレーション～ 
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【ロビー展示「紀州備長炭の魅力発信」 4 つの見どころ】 

1. 紀州備長炭のオブジェ&原木「ウバメガシ」の装飾 

漆黒の紀州備長炭のオブジェとともに、その原料となる「ウバメガシ」を 

館内に展示しております。職人の卓越した技術によって、硬く上質な備長炭 

へと生まれ変わるサイクルを視覚的にご紹介します。 

 

2. 澄んだ音色を奏でる楽器「炭琴（たんきん）」の展示 

紀州備長炭を調律し作られた珍しい打楽器「炭琴」を展示しております。 

実際にご覧いただき、叩いて独特の響きを感じていただけます。 

 

3. 心を癒やす涼の音。備長炭で作られた「風鈴」の設置 

硬度と密度が極めて高い紀州備長炭は、叩くと金属のように高く澄んだ美しい 

音が響く特性があります。金属の音よりも柔らかく、クリスタルのように透明 

感のある澄んだ音色を、涼やかな風鈴を通じてお楽しみいただけます。 

 

4. 世界農業遺産「みなべ・田辺の梅システム」紹介パネル展示 

和歌山県田辺市が世界に誇る「世界農業遺産（みなべ・田辺の梅システム）」 

をわかりやすく解説するパネルを設置。梅システムにおけるウバメガシ林 

(備長炭の原木)の役割はもとより、農業の仕組みを広く発信します。 

 

 
【道の駅 紀州備長炭記念公園とは】 
和歌山県田辺市秋津川（あきづがわ）にある、「紀州備長炭（きしゅうびんちょうたん）」発祥の地に作ら
れた、炭の歴史と文化を五感で学べる体験型のスポットです。施設内には炭窯もあり、作業の様子も見学で
きます。 
 
■所在地： 〒646-0102 和歌山県田辺市秋津川 1491-1 
■アクセス 
お車でお越しの場合 ：  ホテルグランヴィア和歌山から約１時間 30 分 
 阪和自動車道南紀田辺 IC から国道 42 号経由県道田辺龍神線を龍神村方面へ 20 分 

 
電車・タクシーでお越しの場合 ：  ホテルグランヴィア和歌山から約１時間 40 分 

  JR 和歌山駅から特急くろしおで「JR 紀伊田辺駅」まで約１時間 10 分、 
 駅よりタクシーで約 20 分 

 

※写真は全てイメージです。 

■このリリースに関するお問い合わせ先 
和歌山ターミナルビル株式会社／ホテルグランヴィア和歌山 
TEL：073-425-7712  FAX：073-428-2428 
担当者名：営業部 中山美佳 E-mail: m-nakayama@granvia-wakayama.co.jp 
 

JR 西日本ホテルズの SDGs の取り組みについて 

JR 西日本ホテルズは、持続可能な開発目標（SDGs）を持ち、地域と共に、お客さま一人ひとりの豊かな人生を広げま

す。今回ご案内の取り組みは、SDGs 目標の 11 番に貢献するものと考えています。 
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